
第14回日本がん・生殖医療学会学術集会　一般演題口演発表一覧

■口演発表日：2024年2月10日（土） （会場：1F-2F「大ホール」 / 1人あたり 発表5分、質疑応答２分　※事前に1F「PC受付」でのスライド発表登録をお願いいたします）

会場 セッション名 時間 発表番号 演題タイトル 所属

O1-01 未成熟卵の体外成熟培養を用いた妊孕性温存療法(Onco-IVM)の有用性 井谷 裕紀 医療法人三慧会IVF大阪クリニック

O1-02 がんの化学療法及び，その実施回数が妊孕性温存療法の臨床成績に与える影響 真柄 怜央 IVF大阪クリニック

O1-03 ドキソルビシンに伴う勃起障害に対するデクスラゾキサンの有効性の検討 片岡 智哉 千葉科学大学大学大学院薬学研究科

O1-04 妊孕性温存患者死亡後の凍結物の取扱いについて～家族の思い～ 枝元 直子 筑波学園病院　リプロダクションユニット

O1-05 原疾患治療後の精子を用いた体外受精にて出生した児のfollow up 中村 祐介 京野アートクリニック盛岡

O1-06 がんサバイバーにおけるARTが周産期予後に及ぼす影響について 小林 由芽 京野アートクリニック仙台

O1-07 凍結融解卵巣組織移植（OTT）後から妊娠までのゴールデンタイムと妊娠率を高める要因の検討 京野 廣一 京野アートクリニック高輪

O1-08 当院小児腫瘍科における妊孕性温存の取り組みの発展 内田 恵理子 国立がん研究センター中央病院　小児腫瘍科

O1-09 乳がん患者の妊孕性温存治療と温存後生殖補助医療の現状 井上 朋子 HORACグランフロント大阪クリニック

O1-10 本邦の妊産婦の悪性腫瘍による死亡症例の分娩経緯に関する検討 桂木 真司 宮崎大学医学部附属病院　産婦人科

O1-11 がん・生殖医療の黎明期から成長期における生殖アウトカムに関する検証 高江 正道 聖マリアンナ医科大学　産婦人科学

■口演発表日：2024年2月11日（日） （会場：南側4F「中ホール」 / 1人あたり 発表5分、質疑応答２分　※事前に1F「PC受付」でのスライド発表登録をお願いいたします）

会場 セッション名 時間 発表番号 演題タイトル 所属

O2-01 当院で妊孕性温存療法をおこなった患者の転帰 岡本 恵理 英ウィメンズクリニック

O2-02 長期間にわたる精子凍結保存の実態と今後の支援を考える 奥島 美香 社会医療法人生長会　府中のぞみクリニック

O2-03 がん治療を経験した男性不妊患者が抱える悩みとその支援に関する検討 枝元 直子 筑波学園病院　リプロダクションユニット

O2-04 血清AMH値によるがん治療前後の卵巣毒性評価：4例の症例検討 岡木 　啓 大阪大学大学院　医学系研究科　産科学婦人科学講座

O2-05 妊孕性温存療法におけるprogestin-primed ovarian stimulationの有効性評価 松沢 優一 慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室

O2-06 造血器疾患治療後早発卵巣不全の妊孕性温存を目的としたフォローアップの現状 井上 美紗子 筑波大学附属病院　産婦人科

O2-07 当院における卵巣凍結の実施と最適なネットワークのあり方について 越智 将航 京野アートクリニック高輪

O2-08 A病院における非がん患者に対する妊孕性温存療法の現状と課題 山﨑 由美子 近畿大学病院

O2-09 山口県がん・生殖医療ネットワークの現状 田村 博史 山口県総合医療センター

O2-10 卵巣組織凍結の技術安定化と確実な継承を目指した研修の取組 立花 眞仁 東北大学産婦人科

O2-11 若年がん患者等生殖機能温存治療費助成事業への登録支援に関する検討 東梅 久子 虎の門病院

O2-12 オンライン診療を導入した奈良県がん・生殖医療連携ネットワークの構築について 中濱 　絢 奈良県立医科大学附属病院　看護部

O2-13 AYA世代乳がん患者のライフスタイルの変遷 阿部 朋未 がん研究会有明病院　乳腺センター　乳腺外科

O2-14 遺伝性腫瘍における着床前遺伝学的検査（PGT-M）に対する医療者の認識と今後の課題〜当院医療職におけるアンケート調査を通して〜 新川 裕美 公益財団法人 がん研究会 有明病院 臨床遺伝医療部

O2-15 当院でおこなった妊孕性温存療法12例の検討 西村 良平 南長野医療センター篠ノ井総合病院

O2-16 当院における、女性がんサバイバーに対する妊孕性温存治療の現状と課題 石川 博士 千葉大学医学部附属病院　婦人科

O2-17 A施設で乳がん治療を受ける若年がん患者に対する妊孕性温存療法に関する実態調査 櫻井 史子 独立行政法人　国立病院機構　高崎総合医療センター

O2-18 福島県における乳がん症例に対する妊孕性温存療法の現状と課題 菅沼 亮太 福島県立医科大学附属病院　生殖医療センター

O2-19 多職種および施設連携により卵子凍結を行い妊孕性の温存に至った急性白血病の１例 桑山 太郎 岐阜市民病院　産婦人科

O2-20 挙児希望の強い卵巣癌患者に対して不妊治療を行った1例 三辻 礼美 済生会横浜市東部病院

O2-21 がん生殖医療と合併症妊娠管理により生児を得た１例 兵藤 博信 東京都立墨東病院

O2-22 悪性リンパ腫治療後の未婚早発卵巣不全患者に対し未受精卵子凍結後、妊娠出産に至った一例 古谷 正敬 ローズレディースクリニック

O2-23 初経未発来白血病女児から卵子凍結を施行しえた一例 宮下 真奈美 埼玉医科大学総合医療センター　総合周産期母子医療センター 母体胎児部門

O2-24 化学療法中・直後に妊孕性温存のために採卵するも卵子獲得に至らなかった2例 中尾 朋子 関西医科大学　産科学・婦人科学講座
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